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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成29年12月7日(2017.12.7)

【公開番号】特開2017-110590(P2017-110590A)
【公開日】平成29年6月22日(2017.6.22)
【年通号数】公開・登録公報2017-023
【出願番号】特願2015-246453(P2015-246453)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｍ  37/10     (2006.01)
   Ｆ０２Ｍ  37/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｍ   37/10     　　　Ｊ
   Ｆ０２Ｍ   37/08     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月30日(2017.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料を濾過するサクションフィルタ（９０，２９０）と、前記サクションフィルタによ
り濾過された前記燃料を吸入する燃料ポンプ（１０）と、を具備する燃料ポンプユニット
であって、
　前記燃料ポンプは、
　回転中心線（Ｃｉｇ）に沿って配置され、回転駆動される回転軸（１３ａ）と、
　ロータ収容室（７０ａ）に収容され、前記回転軸の回転駆動に応じて回転するロータ部
（１９ａ）と、
　前記ロータ収容室内に前記燃料を吸入する吸入穴部（７６）と、
　前記吸入穴部を囲んで設けられる外周壁（７８）と、を備え、
　前記サクションフィルタは、
　前記燃料を濾過して内部空間（９２ａ）に取り込むフィルタエレメント（９２）と、
　内周壁（９４ａ）を有する筒穴状に形成され、前記外周壁と前記内周壁を相対させて嵌
合されていることで、前記内部空間と前記吸入穴部とを連通する筒穴部（９４）と、を備
え、
　前記筒穴部は、前記回転中心線が前記内周壁の内側を通るように配置され、
　前記燃料ポンプは、前記筒穴部の内部において前記内周壁に囲まれて配置され、前記吸
入穴部が開口する面（７３）をさらに備え、
　前記サクションフィルタは、前記内周壁から内周側に突出し、前記面と軸方向に対向す
る対向壁（９８）をさらに備える燃料ポンプユニット。
【請求項２】
　前記サクションフィルタは、前記燃料ポンプと軸方向（Ｄａ）に接触する接触部（９６
）をさらに有する請求項１に記載の燃料ポンプユニット。
【請求項３】
　前記接触部は、前記筒穴部の開口部（９４ｂ）から外周側に接続された環状に形成され
る請求項２に記載の燃料ポンプユニット。
【請求項４】
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　前記筒穴部は、前記回転軸と同軸上の円筒穴状に形成される請求項１から３のいずれか
１項に記載の燃料ポンプユニット。
【請求項５】
　前記面は、平面状の開口平面である請求項１から４のいずれか１項に記載の燃料ポンプ
ユニット。
【請求項６】
　前記サクションフィルタは、
　前記面と前記対向壁との間に配置される弾性部材（２９１）とを、さらに備える請求項
５に記載の燃料ポンプユニット。
【請求項７】
　前記サクションフィルタは、
　前記面と前記対向壁との間に配置される弾性部材（２９１）とを、さらに備える請求項
１から５のいずれか１項に記載の燃料ポンプユニット。
【請求項８】
　前記ロータ部は、
　外歯（２４ａ）を複数有し、前記回転軸と同軸上に配置されるインナギヤ（２０）と、
　内歯（３２ａ）を複数有し、前記インナギヤに対して偏心して噛合するアウタギヤ（３
０）と、を有し、
　前記筒穴部は、前記アウタギヤの回転中心として軸方向に沿ったアウタ中心線（Ｃｏｇ
）が前記内周壁の内側を通るように配置される請求項１から７のいずれか１項に記載の燃
料ポンプユニット。
【請求項９】
　前記サクションフィルタは、
　前記フィルタエレメントの形状を維持する骨組部（９０ａ）と、
　前記対向壁から前記フィルタエレメント側へ突出して、前記回転中心線上にて前記骨組
部と連結される連結部（９０ｂ）と、をさらに備える請求項１から８のいずれか１項に記
載の燃料ポンプユニット。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、燃料を濾過するサクションフィルタ（９０，２９０）と、サクションフィル
タにより濾過された燃料を吸入する燃料ポンプ（１０）と、を具備する燃料ポンプユニッ
トであって、
　燃料ポンプは、
　回転中心線（Ｃｉｇ）に沿って配置され、回転駆動される回転軸（１３ａ）と、
　ロータ収容室（７０ａ）に収容され、回転軸の回転駆動に応じて回転するロータ部（１
９ａ）と、
　ロータ収容室内に燃料を吸入する吸入穴部（７６）と、
　吸入穴部を囲んで設けられる外周壁（７８）と、を備え、
　サクションフィルタは、
　燃料を濾過して内部空間（９２ａ）に取り込むフィルタエレメント（９２）と、
　内周壁（９４ａ）を有する筒穴状に形成され、外周壁と内周壁を相対させて嵌合されて
いることで、内部空間と吸入穴部とを連通する筒穴部（９４）と、を備え、
　筒穴部は、回転中心線が内周壁の内側を通るように配置され、
　燃料ポンプは、筒穴部の内部において内周壁に囲まれて配置され、吸入穴部が開口する
面（７３）をさらに備え、
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　サクションフィルタは、内周壁から内周側に突出し、面と軸方向に対向する対向壁（９
８）をさらに備える。


	header
	written-amendment

